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令和４年度 地域懇談会（第５回） 福生のハコモノ（公共施設）を考えよう 

～ 人がつくる暮らしと公共施設 ～ 実施報告 

 

 

公共施設の現状と課題、福生市の取組方針について市民との情報共有や合意形成を円滑に

進めるため、助言者（ファシリテーター）の進行により、人・時間帯・コミュニティに着目

し、将来の暮らしを物語の様に考え、公共施設で提供されるサービスの向上に向けて、その

接点を探っていくワークショップを実施しました。 

日 時 会 場 

令和５年２月４日（土）午後２時から午後４時まで もくせい会館 ３階会議室 

 

参加者区分 人数    

一般参加者（市内在住・在勤） 10名    

都立福生高校 生徒 ６名  参加者合計 20名 

都立多摩工業高校 生徒 ４名  （見学者） ６名 

 

 

 

● 冒頭、福生市から「公共施設の現状と課題、福生市の取組」の説明を行いました。 

● その後、ファシリテーターの小澤はる奈氏（ＮＰＯ法

人環境自治体会議環境政策研究所理事長・元福生市基

本構想審議委員・元福生市公民館運営審議会委員）に

よる進行により、将来の暮らしをイメージし、その暮

らしと公共施設との接点を、ワークショップ形式にて

参加者同士で議論していただきました。 

 

● ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事業の概要 

２ 懇談会の内容 

 まずは、グループに別れ「日常の暮ら

しで楽しいことや嬉しかったこと」を

テーマにした自己紹介の後、将来の暮

らしについて検討しました。具体的に

は、ワークショップの前半として、仮想

の主人公を設定し、将来の暮らしにつ

いて「誰と」「どこで」「何をしている

か」を「朝・午前・午後・夜」の時系列

に分けてカードを選択する形で検討

し、その暮らしを選択した理由も含め

て議論しました。 
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発表資料の完成後には、検討した「将来の暮らしと公共施設との接点」について、グループご

とにポスターセッション形式で発表して頂き、他のグループと意見交換を行いました。 

 ワークショップの後半では、前半

で考えた「将来の暮らし」の場面が

「どの様な場所で実現できるよう

になると良いか？」という観点に着

目し、それが実現できる公共施設の

カードを選択する形で検討してい

きました。同時に、選んだカード（公

共施設）について、利用方法やあっ

たら良いと思うサービスに関する

補足を付箋に書き、貼り付ける形で

発表資料を作成しました。 



3 

 

 

 

 

 

 

    

 

＜グループＡ＞ 

 

  

その後、全員でのフリー時間として、各グループで作成した模造紙の見学・意見交換を行い、

最後にファシリテーターによる講評・まとめを行いました。 

３ ワークショップで作成された「将来の暮らしと公共施設との接点」 
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＜グループＢ＞ 

 

＜グループＣ＞ 
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＜グループＤ＞ 

 

 

今回のワークショップでは、グループごとに異なる主人

公を設定し、その人の暮らしをイメージすることを起点に

公共施設との関わりを整理していただきました。 

年代・性別などの属性がまったく異なる主人公でした

が、身体を動かす場面、自然を感じながらリラックスする

場面を盛り込んだグループが多くありました。また、家族

や友人・知人とそうした時間を過ごすことに楽しさ・幸せ

を感じる、ということが、今回のメンバー全体に共通する

思いであることが見えました。出かけた先で様々なことがワンストップ的にできると良い、とい

う意見もありました。今回の作業結果を総合すると、例えばスポーツ施設を中心にいくつかの機

能があり、身体を動かした後にゆっくりできて、食事や文化的活動も楽しめる、そのような複合

的な施設のあり方が歓迎されるのではないかと感じました。 

ワークショップに入る前に、将来的には人口が減少すること、特に若年層の減少幅が大きいこ

と、これをカバーするように情報通信技術などが発達していくであろうことなど、将来の状況変

化について少し情報提供をしました。しかし、そのような社会変化を前提とした発想ではなく、

現在の延長で発想する方がほとんどであったようです。社会が変わっても、人の幸せな暮らしの

イメージは大きく変わることはない、ということの表れかもしれません。 

４ ファシリテーターからの講評（まとめ） 
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一方で、人口減少に伴って厳しい現実が待ち受けていることも事実です。高齢化の進展で、施

設の整備と合わせて移動手段の確保も必要になるでしょう。新しい公共施設が整備される頃には

様々な社会の変化があり、その変化に対応するためには現在の暮らしの延長では解決できない地

域の課題や暮らしのニーズが生まれていることも考えられます。人口が減少することでどのよう

な変化があり得るのかをよりリアルにイメージした上で、公共施設について考えたいところです。 

次の段階として、将来の社会課題を想定しながら、その課題解決に繋がる、あるいは課題があ

る中でも適切に運用できる公共施設のあり方を、踏み込んで議論していくことも必要ではないか

と感じています。 

今回は比較的若い世代や、高校生も大勢参加してくださいました。いま議論している公共施設

のメインユーザー層になっていく世代が、自分事としてこうした機会に参加していただけるよう、

開催・展開方法を工夫していけると良いと思います。 

 

 

 

今回のワークショップで考えたアイディアや参加者アンケート等で頂いたご意見は、個別施

設計画の改定に反映していきたいと考えております。ご参加いただいた皆様、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

番号 コメント 

1 年齢に限らず、複合施設が好評だったことは驚いた。 

2 正直、もっと固い印象なのかなと思っていましたが、そうではなく遊び的なグループワ

ークで非常にやりやすかったです。また、地域の公共施設について改めて考えさせられ、

良い経験になりました。 

3 今までこのような懇談をしたり参加したことが無かったため、とても勉強になりまし

た。また、他者の意見も聞くことにより「こうする方法ややり方もあるんだな。」と、と

ても考えることができたと思います。 

4 今回こういう場で話し合いをしてみて、何十年後の自分の生活など多くのことが考えら

れ、色々な発見ができました。とても良い時間になりました。 

5 貴重な時間をありがとうございました。今後の福生の在り方について少し勉強できたよ

うに思えます！！"若い力が未来を創る！！"本日参加していた高校生の皆様に少しで

もサポートできるよう、私も頑張ってまいります。 

6 様々な年代の意見を聞くことができて、自分の考えに無いことが聞けてよかった。また、

それに伴う新たな課題が見えたので、まず、自分の身の周りからより良い生活を目指し、

貢献したいと思いました。 

7 グループで考え、楽しくワークショップを行うことができました。ありがとうございま

した。グループだけではなく、個々人で考える物語も作れたら、なお良かったと思いま

す。 

５ さいごに 

６ 参加者アンケート（感想） 
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番号 コメント 

8 人と人がつながり合える複合施設を。高校生らの居場所を増やしてはどうか。 

9 感想:将来についてや公共施設について学べた。まだ将来のことは思い浮かばないけど、

これからは将来のことについて考えていけたらなと思った。 

10 中央体育館の要望：電気がまぶしい、冷暖房をつけてほしい、トイレのスリッパとタイ

ルをかえてほしい、器具の安全確認（点検）をしてほしい、冷水機をつけてほしい。 

11 初めてこのような地域の意見交換会に参加しました。固いイメージがあったのですが、

良い雰囲気で話もでき、幅広い年齢層の方々の意見を聞けることができ貴重な経験がで

きました。また参加したいです。 

12 初めてこういう会に参加してみて最初はとても緊張していたけど、グループワークをし

ていくうちに慣れてきて自分の考えを伝えることができたので良かった。 

13 面白い形でのワークショップで、楽しく公共施設のことについて考えることが出来まし

た。またの機会があれば、是非参加させていただきたいです。 

14 改めて、福生に住んでいないのに、熱く語れる時間がある事に感謝しています！今の過

ごし方も大切ですが将来を見るのも大切！！ 

15 色々な年代の人たちが集まって、交流したりできるような施設や、色々なことが１ヵ所

でできたり、新しいことや娯楽ができるような複合的だったり、効率的な設施ができた

らいいなと思いました。 

16 自分たちだけでは思いつかなかったアイディアなどをいろいろな人から聞け、こんな考

えもあるのかと知ることができて、良い経験ができました。 

17 今の福生の事について知れて良かったし、福生より良くするための活動ができてうれし

かった。グループで話し合って発表するのも楽しかったし、他の人の発表を聞けて、そ

ういう考えがあるんだと新しい考え方が知れて良かった。 

18 夢のある施設を考えられて楽しかった。一箇所にまとめると、移動の問題が出てくる。 

19 本日はありがとうございました。日常生活が見つめ直せました。４０年後はいませんが。

公共施設が高校生の居場所になったりする他、普段考えられない様なことが知れて良か

ったです。 

20 高校生が 10名参加しているのは素晴らしいことです。福生の未来を若い世代の人たち

が関心をもっていることがわかりました。（将来は安心できるでしょう） 

 


